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ヘブライ人への手紙 10 章 1 節～7 節 いったい、律法には、やがて来る良いことの影 

があるばかりで、そのものの実体はありません。従って、律法は年ごとに絶えず献げられ

る同じいけにえによって、神に近づく人たちを完全な者にすることはできません。もしで

きたとするなら、礼拝する者たちは一度清められた者として、もはや罪の自覚がなくなる

はずですから、いけにえを献げることは中止されたはずではありませんか。ところが実際

は、これらのいけにえによって年ごとに罪の記憶がよみがえって来るのです。雄牛や雄山

羊の血は、罪を取り除くことができないからです。それで、キリストは世に来られたとき

に、次のように言われたのです。「あなたは、いけにえや献げ物を望まず、／むしろ、わ

たしのために／体を備えてくださいました。あなたは、焼き尽くす献げ物や／罪を贖うた

めのいけにえを好まれませんでした。そこで、わたしは言いました。『御覧ください。わ

たしは来ました。聖書の巻物にわたしについて書いてあるとおり、／神よ、御心を行うた

めに。』」 

 

律法に基づく聖所での祭儀は、やがて来る良いことの影であり、良いことの実体ではな 

い。従って、年ごとに、絶えず、献げられるいけにえによっても、神に近づく人たちを完

全な者にすることはできない。もしできたとするなら、礼拝する者たちは一度清められた

者として、もはや罪の自覚がなくなるはずであるから、いけにえを献げることは中止され

たはずである。ところが実際は、年ごとにいけにえを献げ、罪の記憶がよみがえって来る。 

それで、「著者」は、キリストが世に来られた時、次のように、二つのことを語られた

と書いている。一つは、「あなたは、いけにえや献げ物を望まず、／むしろ、わたしのた

めに／体を備えてくださいました」である。この言葉は、詩編 40 編 7 節「あなたはいけに

えも、穀物の供え物も望まず／焼き尽くす供え物も／罪の代償の供え物も求めず／ただ、

わたしの耳を開いてくださいました」からの引用であろう。「著者」は、後半の「むしろ、

わたしのために、わたしの耳を開いてくださいました」を「体を備えてくださいました」

と書き換えている。十字架に御自身を献げるために体を備えてくださいましたと「耳」を

「体」に変えている。 

 もう一つは、「あなたは、焼き尽くす献げ物や／罪を贖うためのいけにえを好まれませ

んでした。そこで、わたしは言いました。『御覧ください。わたしは来ました。聖書の巻

物にわたしについて書いてあるとおり、／神よ、御心を行うために』」である。「あなた

は、焼き尽くす献げ物や／罪を贖うためのいけにえを好まれませんでした」は、アモス書

5 章 22 節の「たとえ、焼き尽くす献げ物をわたしにささげても／穀物の献げ物をささげて

も／わたしは受け入れず／肥えた動物の献げ物も顧みない」という言葉を連想するが、文

脈は明らかに異なる。「著者」は、キリストは旧約聖書の預言通り、神の御心を行うため

に来られたと言っている。もちろん、主イエスはこのようには語ってはいないが、「著者」

は、主イエスが神から遣わされた意味を告げているのである。ゲツセマネで、「この杯を

わたしから取りのけてください。しかし、わたしが願うことではなく、御心に適うことが

行われますように（マルコ 14：36ｃ）」と、神の御心を貫徹する祈りを捧げられている。

また、ヨハネ福音書は、十字架の上で、「成し遂げられた（ヨハネ 19：38）」という言葉

が最後の主イエスの言葉であったと伝えている。「著者」は、大祭司キリストは神の御心

を行うために来られたと告げようとしている訳で、それは真実である。 


